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防波堤完成から１００年 小樽築港の原点を学ぶ 
～第１３回小樽港フィールド・ラーニング（Ｏ.Ｆ.Ｌ.）～ 

 

 

 
 

 

 

 

※ O.F.L.とは、「小樽港（Otaru）で実物を見ながら（Field）習得（Learning）する」の略語です。 

 

記 

１ 開催日時：令和４年１２月１３日（火）１５：００～（２時間程度）  

２ 開催形式：WEB 開催（Webex Meeting） 

３  講演・講師 

講演１「小樽港防波堤 ～小樽の街と港湾活動を支えて 100 年～」 

講師：大倉 正憲 氏 

講演２「世界の水運と廣井工学」 

講師：関口 信一郎 氏（萩原建設工業株式会社 特別顧問） 

４ 参 加 者：自治体及び民間企業の港湾又は漁港の担当者等 

５ 開催内容：詳細は、別紙を御覧ください。 

６ その他 

１）新型コロナウイルス感染防止の観点から、WEB 開催とします。 

２）取材を希望される方は、下記問合せ先に１２月９日（金）１５時までお問い合わせ

ください。 

３）新型コロナウイルス感染状況を踏まえ、中止となる場合があります。 

４）参加者多数の場合は、回線の都合によりお断りさせていただく場合があります。 

 

 

 

 

 

 

小樽開発建設部ホームペ－ジアドレス https://www.hkd.mlit.go.jp/ot/ 

小樽開発建設部では、小樽築港開始時の計画、調査、設計、施工を始め、我が国初の

近代築港の計画、築造に携わった廣井勇博士（初代小樽港湾事務所長）の工学の考え方

等を学び、永い将来にわたって小樽港北防波堤の維持補修のみならず、今後の港湾事業

等に活かしていくことが重要と考えています。 

このような趣旨から、近代築港の原点・小樽港を学ぶことを目的とした「小樽港フィ

ールド・ラーニング」を下記のとおり開催しますので、お知らせします。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 小樽開発建設部 

        小樽港湾事務所 保全課長   千葉 政幸    (0134-22-6131)  

小樽港湾事務所 保全課    山根 忠寿 (0134-22-6131)              



令和４年１2月７日

第1３回 小樽港フィールド・ラーニング（O.F.L.）の開催について

＝近代築港の原点・小樽港に学べること＝

小樽港は日本近代築港の原点であり、その第一に整備された北防波堤の計画と実施における、将

来の人口や地域の生産量の予測に基づく移出量の推定、他のインフラ整備に呼応した投資の必要

性などの計画的観点及び耐海水性コンクリートの製作、波に粘り強い防波堤構造などの技術的観

点は、今なお港湾整備の根幹となっています。

小樽築港開始時の計画、調査、設計、施工を始め、我が国初の近代築港の計画、築造における廣

井勇博士(初代小樽港湾事務所長)の工学の考え方と人間廣井勇を育てた時代背景及び歴史的史実

等を学ぶことにより、港湾技術者としての意識、技術、知識、港湾を含む社会資本整備の計画及び

説明力等の向上に効果的であり、小樽港(Otaru)で実物を見ながら(Field)習得(Learning)する意

義は大きいと考え、平成23年度から『小樽港フィールド・ラーニング(O.F.L.)』を開催し、北海

道開発局内外の関係者から講演等をして頂いたところです。

今回は、小樽港の３つの防波堤が昨年で完成から100年を経過したことから、平成27年度の第

５回 O.F.L.以来となる大倉正憲氏から「小樽港防波堤～小樽の街と港湾活動を支えて 100 年～」

と題して御講演を頂きます。また、平成28年度の第６回のO.F.L.から連続で御講演を頂いており

ます萩原建設工業株式会社特別顧問の関口信一郎氏から「世界の水運と廣井工学」と題し、廣井勇

博士の工学の考え方が世界各地の港へ広く与えた影響等について御講演を頂きます。

記

１．第13回 小樽港フィールド・ラーニング（O.F.L.）

【日 時】令和４年１２月１３日(火) 15:00～（２時間程度）

【形 式】オンライン形式（WebexMeeting 後日参加者には参加方法等の詳細をお知らせします。）

【講演1】「小樽港防波堤 ～小樽の街と港湾活動を支えて100年～」…60分

講師 大倉 正憲 氏

【講演２】「世界の水運と廣井工学」…60分

講師 萩原建設工業株式会社 特別顧問 関口 信一郎 氏

【参加者】自治体及び民間企業の港湾又は漁港の担当者

２．申し込み・問合せ先

小樽開発建設部 小樽港湾事務所 保全課 (電話0134-22-6131)

千葉：chiba-m97vp@mlit.go.jp

山根：yamane-t22aa@mlit.go.jp

※参加方法等については、別途お知らせします。



（これまでの開催概要）

回 開催日 開催内容

1 H24.1.17

テーマ「廣井勇博士(初代小樽築港事務所長)に見る技術者精神」

北海道開発局港湾空港部長 栗田 悟 氏

「材料を巡る情勢と課題への対応－コンクリートの時代的背景－」

公共土木の本質的な役割や技術の開発・研究・実践の重要性と技術者に必要な

コンプライアンスを学ぶ。

2 H24.8.2

テーマ「小樽築港の計画的アプローチ」

北日本港湾コンサルタント株式会社社長 上原 泰正 氏

「廣井勇に学ぶ」

廣井博士が指揮監督した小樽築港を通し、近代日本の港湾計画の考え方や港湾

荷役、ふ頭経営に対する考え方を学ぶ。

3 H25.7.18

テーマ「港湾工学史における広井波力式の位置づけ」

日本データーサービス株式会社副社長 関口 信一郎 氏

「広井波圧式の背景と成立」

波圧式のみならず、調査、計画、設計、施工の全分野において港湾工学を現在

の水準に近似するまで向上させた廣井勇博士の業績について学ぶ。

4 H26.10.1

テーマ「小樽築港の検証」

株式会社西村組 札幌支店長 中村 弘之 氏

「小樽港北防波堤構造の秘密」

１世紀以上に亘って存在している小樽港北防波堤で用いられている築設の技術

を検証し、その姿から、「日本近代港湾建設の父」といわれる廣井勇博士の未来

を見据えた技術と設計の確かさの証を学ぶ。

5 H27.11.26

テーマ「小樽港創成期における北防波堤施工の工夫」

勇建設株式会社 営業部 部長 大倉 正憲 氏

「小樽港北防波堤の施工」

明治初期から小樽港北防波堤着工までの小樽を取り巻く社会情勢を概観した上

で、廣井勇博士が小樽港北防波堤施工において確立した技術(工夫)について学

ぶ。

6 H28.12.9

テーマ「連続講演に当たって～世界・日本・北海道の動きと廣井勇博士。北海

道の歴史と開拓

日本データーサービス株式会社 顧問 関口 信一郎 氏

連続講演に当たって、廣井勇博士の生涯を深く知るために江戸時代に蝦夷地と

言われた北海道と日本・世界の社会情勢や北海道開拓の歴史について学ぶ。

7 H29.2.21

テーマ「北海道開発の歴史～廣井勇の生涯」

日本データーサービス株式会社 顧問 関口 信一郎 氏

「物資輸送と水運・世界を変えた道路と鉄道」

文明の発展に欠かせない物資輸送と水運や世界を変えた道路と鉄道などの土木

技術について世界や日本の歴史から学ぶ。



回 開催日 開催内容

8 H29.7.21

テーマ「北海道開発の歴史～廣井勇の生涯」

日本データーサービス株式会社 顧問 関口 信一郎 氏

「廣井勇の生涯と業績」

廣井勇博士の生き方や数々の業績から科学的思想や工学の精神、土木技術者と

しての仕事観を学ぶ。

9 H29.10.6

テーマ「北海道開発の歴史～廣井勇博士の生涯」

日本データーサービス株式会社 顧問 関口 信一郎 氏

「近代築港と小樽築港」

近世以降の世界的な港湾整備の流れ、我が国の築港の歴史から、廣井勇博士の

功績について学ぶ。

10 H30.7.17

テーマ「北海道築港史―廣井勇と北海道開拓」

日本データーサービス株式会社 顧問 関口 信一郎 氏

北海道における近代築港学の発展と我が国近代港湾工学の確立・発展への貢献

について学ぶ。

11 H31.3.1

テーマ「廣井勇と釧路港修築計画」

萩原建設工業株式会社 特別顧問 関口 信一郎 氏

廣井勇博士による港湾修築計画の事例として釧路港の計画について学ぶ。

【報告】「今年度の O.F.L.について～小樽港北防波堤について新たに確認され

たこと～」

小樽港湾事務所 計画課 本間 薫

平成３０年度、北防波堤について新たに確認された内容について報告。

12 R4.3.11

テーマ１「小樽運河建設の真実」

萩原建設工業株式会社 特別顧問 関口 信一郎 氏

廣井勇博士と小樽運河建設の係わりについて学ぶ。

テーマ２「小樽港北防波堤の起点調査について－昭和からの文献を辿って－」

株式会社クマシロシステム設計 小樽営業所長 安田 邦明 氏

小樽港北防波堤の起点について学ぶ。


